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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結
累計期間

第37期

会計期間
自平成25年７月１日
至平成26年３月31日

自平成26年７月１日
至平成27年３月31日

自平成25年７月１日
至平成26年６月30日

売上高 （千円） 4,558,579 4,401,575 6,057,659

経常利益 （千円） 125,809 148,502 174,739

四半期（当期）純利益 （千円） 59,655 56,963 15,111

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 59,743 58,693 16,578

純資産額 （千円） 3,461,739 3,416,210 3,418,574

総資産額 （千円） 4,123,600 4,051,483 4,133,425

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 15.65 14.94 3.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 83.9 84.3 82.7

 

回次
第37期

第３四半期連結
会計期間

第38期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成26年１月１日
至平成26年３月31日

自平成27年１月１日
至平成27年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.48 1.38

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善により、景気は緩やかな回復基調

で推移しております。しかしながら、円安や消費税増税による物価上昇の懸念もあり、依然として不透明な状況が

続いております。

　外食業界におきましては、好業績な業態も見られるものの、とりわけ居酒屋を取り巻く環境は厳しく、原材料価

格の高騰や労働需給バランスの悪化による人件費関連コストの上昇に加え、業種・業態を越えた企業間競争が激化

してきており、経営環境は引き続き厳しい状況で推移しております。

　こうした状況の下、当社グループは既存店の活性化を図り、地域一番店を目指す方針に基づき、人材の発掘・登

用を積極的に行い、また「わざわざご来店いただいたお客様」にご恩返しするためのきめ細かい施策を継続して実

施してまいります。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、大衆割烹「庄や」42店舗、「日本海庄や」40店舗、気楽な

安らぎ処「やるき茶屋」９店舗、カラオケルーム「うたうんだ村」８店舗、旬菜・炭焼「炉辺」１店舗、コーヒー

専門店「ドトールコーヒーショップ」１店舗の合計101店舗となっております。

　当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高4,401,575千円(前年同四半期比3.4％減）、売上総利益は3,172,875

千円（前年同四半期比2.8％減）、販売費及び一般管理費については3,034,674千円(前年同四半期比3.7％減）とな

り、営業利益は138,200千円（前年同四半期比22.4％増）となりました。経常利益につきましては148,502千円（前

年同四半期比18.0％増）となり、税金等調整前四半期純利益108,750千円（前年同四半期比15.2％減）となり、四

半期純利益は56,963千円（前年同四半期比4.5％減）となりました。

　また、当第３四半期連結会計期間において、９４９南浦和店を業態変更を行うため、閉店しております。

　なお、当社グループは、料理飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
(平成27年３月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年５月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,351,308 4,351,308

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,351,308 4,351,308 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年１月１日～

平成27年３月31日
─ 4,351,308 ─ 275,100 ─ 88,500

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　539,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,807,900 38,079 －

単元未満株式 普通株式    3,908 － －

発行済株式総数 4,351,308 － －

総株主の議決権 － 38,079 －

 

②【自己株式等】

平成27年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社かんなん丸
埼玉県さいたま市

南区南浦和2-18-5
539,500 － 539,500 12.40

計 － 539,500 － 539,500 12.40

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年１月１日から平

成27年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,478,139 1,467,987

売掛金 39,109 48,324

商品 79 64

原材料 36,426 36,807

前払費用 75,704 76,214

その他 17,066 15,879

流動資産合計 1,646,527 1,645,277

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,204,101 1,116,605

その他（純額） 295,408 290,223

有形固定資産合計 1,499,509 1,406,828

無形固定資産 16,559 15,751

投資その他の資産   

敷金及び保証金 812,868 818,045

その他 202,616 194,884

貸倒引当金 △44,923 △29,504

投資その他の資産合計 970,562 983,425

固定資産合計 2,486,631 2,406,005

繰延資産 267 200

資産合計 4,133,425 4,051,483

負債の部   

流動負債   

買掛金 121,928 133,565

短期借入金 10,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 51,370 26,345

未払法人税等 49,111 9,705

賞与引当金 2,340 10,160

資産除去債務 － 4,574

その他 289,137 270,720

流動負債合計 523,890 465,070

固定負債   

長期借入金 25,040 6,320

資産除去債務 159,586 159,463

その他 6,335 4,418

固定負債合計 190,961 170,202

負債合計 714,851 635,273
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 275,100 275,100

資本剰余金 88,500 88,500

利益剰余金 3,670,528 3,666,503

自己株式 △621,696 △621,765

株主資本合計 3,412,432 3,408,338

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,142 7,871

その他の包括利益累計額合計 6,142 7,871

純資産合計 3,418,574 3,416,210

負債純資産合計 4,133,425 4,051,483
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成27年３月31日)

売上高 4,558,579 4,401,575

売上原価 1,294,150 1,228,700

売上総利益 3,264,428 3,172,875

販売費及び一般管理費 3,151,479 3,034,674

営業利益 112,948 138,200

営業外収益   

受取利息 420 501

受取保険金 － 6,102

協賛金収入 1,187 1,686

債務取崩益 4,880 321

貸倒引当金戻入額 3,542 -

その他 3,628 2,412

営業外収益合計 13,659 11,024

営業外費用   

支払利息 568 312

その他 229 243

貸倒引当金繰入額 - 166

営業外費用合計 798 721

経常利益 125,809 148,502

特別利益   

保険解約返戻金 17,867 －

特別利益合計 17,867 －

特別損失   

減損損失 15,290 39,597

固定資産除却損 152 154

特別損失合計 15,443 39,752

税金等調整前四半期純利益 128,234 108,750

法人税、住民税及び事業税 68,691 53,030

法人税等調整額 △112 △1,243

法人税等合計 68,578 51,786

少数株主損益調整前四半期純利益 59,655 56,963

四半期純利益 59,655 56,963

 

EDINET提出書類

株式会社かんなん丸(E03306)

四半期報告書

10/15



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 59,655 56,963

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 88 1,729

その他の包括利益合計 88 1,729

四半期包括利益 59,743 58,693

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 59,743 58,693

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（税率の変更による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成27年法律第２号）が平成27年３月31日付で公布され、平成27年４月１日以降に開始する連結会計年度から法人

税率等が変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効

税率は、従来の35.40％から平成27年７月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については

32.83％に、平成28年７月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については32.06％とな

ります。

　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は6,899千円減少し、法人

税等調整額（借方）は7,286千円増加しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
 
 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成26年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成27年３月31日）

　減価償却費 　212,637千円 　170,976千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成26年３月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成25年９月25日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 60,990 16 平成25年６月30日 平成25年９月26日

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年７月１日　至　平成27年３月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年９月26日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 60,988 16 平成26年６月30日 平成26年９月29日

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、料理飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成26年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成27年３月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 15円65銭 14円94銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 59,655 56,963

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 59,655 56,963

普通株式の期中平均株式数（株） 3,811,859 3,811,781

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年５月13日

株式会社かんなん丸

取締役会　御中

 

アスカ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 若尾　典邦　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社かんな

ん丸の平成26年７月１日から平成27年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年１月１日から平

成27年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社かんなん丸及び連結子会社の平成27年３月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

　　　　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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